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１　各担当課における施設の小規模な修繕等について、所沢市契約規則等の諸規定に基づき契約事務を行う。 契約は内容が軽易で、かつ、履行の確保が容易で
　あると認められる130万円以下のものであり、修繕等の内容により登録された業者より選定し、発注する。
２　各担当課から発注実績について、四半期ごとに報告を受ける。
３　実績結果の検証を行うとともに、小規模事業者への発注について各課に啓発する。
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目的（どのような効果を目指して実施しているのか、具体的に）

決　　　算　（見込み含む）

人）人） （ 0.00

平成28年度のみ、当初予算
の内訳となっています。
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関連・類似事業
所沢市小規模事業者登録要領

部課コード 030400 ℡

法定受託＋附加

事業コード
小規模事業者育成事業

平成 28年度事務事業評価表（一般用）　　　　　

030402

①事務事業名

終了年度 年度

契約課

ｸﾞﾙｰﾌﾟ 工事契約担当

■ □ □

年度

16.4

→

事業の種別

行政経営節

自治事務 法定受託事務

事業開始の背景

分野別計画・指針 市内小規模事業者の受注機会を増やし育成を図る。

小規模事業者の受注機会の拡大を図るため、所沢市が発注する小規模な施設修繕等に小規模事業者登録制度を設けた。

総合計画の体系 章 行財政運営

％

％

事業の具体的な内容及び実施方法

平成 26年度対象（誰を、何を対象としているのか）

対象数
年度

単位

90

（非常勤特別職員）　　　　（臨時的任用職員）

市が発注する施設の小規模な修繕等における小規模事業者への発注割合 平成

0.00

③
事
　
業
　
の
　
内
　
容

市が発注する施設の小規模な施設修繕等の契約について、小規模事業者の受注機会を拡大するとともに就業機会の確保を図る。

予算現額

27

その他（　　　　　　　　　　） ）

17.6

8,311

人） （

0.95人 8,227

≪会計種別≫ 一般会計

国・県支出金

2,702

一般財源

平成 26 年度

（

28

0.00

88

（ 0.00

27 年度平成

2,616

（千円） 年度 （千円）

116

86 84

（千円） 平成

％

事業費合計

正規職員人件費

人）

0.30人

小規模事業者に発注した件
数

小規模事業者に登録してある事業者へ
の発注件数

小規模事業者に発注した契
約金額

小規模事業者に登録してある事業者と
の契約金額

307

千円 21,603 22,138

どれだけ目標に近づいているかを達成率として示しています

 
 
⑥
成
果

375

⑤
実
績

項目名 項目説明

活動実績

小規模事業者に発注した割
合

小規模事業者に登録してある事業者へ
の発注割合

％ 達成率 88 82

　 項目名 項目説明

成果指標
小規模事業者に発注した割
合

継続

職員を対象とする契約事務研修会において小規模事業者への発注を促すとともに全
所属に向けて小規模事業者への発注状況や更なる活用を促す文書を作成する。

20.0

実 績 17.6 16.4

小規模事業者に登録してある事業者へ
の発注割合

目標達成状況

現状
維持

その
他

拡大 縮小

⑦
改
善
点

⑧
評
　
　
　
　
価

評
価

今
後
の

方
向
性

事業実施方法
(複数選択可）

契約課長　増田文彦

終了

次年度予算

評価日 H27.7.29 評価者職氏名

理由 小規模事業者に登録している事業者への発注件数が増えるよう検討する。

⑨
環境
影響

有益な
環境影響

有害な環境影響
を及ぼす原因活動

現状
維持

理由 人件費以外の支出がほとんど無いため。拡大 縮小

無

無
集計表の作成等

規制を受ける環境法令等

緊急事態

(2)今後の方向性

毎年、市が発注する施設の小規模な修繕等の件数が減少していることに伴
い、小規模事業者への発注件数も減少しているため、小規模事業者への発
注件数を維持するとともに発注する割合の拡大を図る。

改善内容：小規模事業者の登録については窓口による受付としていたが、小規模事業
者の利便性を考慮し郵送による受付も可能とした。
結果：登録した小規模事業者の65％が郵送による受付を行った。

(1)平成27年度中に改善した点（改善内容・その結果について記載してください） (2)平成27年度成果指標の目標値が未達成の理由・分析

平成26年度と比べ施設の小規模な修繕等の件数が減少したことにより小規
模事業者への発注も減少したため。
H26年度 修繕等件数2,133件（小規模事業者発注件数375件）
H27年度 修繕等件数1,874件（小規模事業者発注件数307件）

(1)平成２８年度に取り組んでいる状況

改善・
効率化


